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	特集	 鼻の皮膚病皮膚科教書の索引を見回すと，外国語の入った
病名が目につく．発見者の名前を引用した病名が
最も多いが，真菌やウイルスなどの病原微生物名，
水疱症や血管炎など自己抗体，皮膚良性および悪
性腫瘍などに外国語の入った病名が多い．病態解
明に基づき，国際的に病名の統一が図られている
が， 菌同定や抗体などを証明しないと臨床像や
HE染色組織像だけでは最終診断名がつけられな
い疾患が増えている．一方，臨床症状や病理組織
学的所見から名づけられた病名は，病態を理解す
るうえで役立ち，患者に疾患概要を説明する際に
有用である．これに対して，発見者名の病名は当
然病名だけでは病態を説明できない． しかし
Bowen病やSjögren症候群のようにすでに一般化
して確立された病名は，前者と同じ前癌状態であ
る老人性角化腫と区別して説明するのに役立つし，
後者も同様で他の膠原病と鑑別しやすい．しかし，
最近命名された病名の中で複数の名前が入ってい
る病名は実に覚えにくい．命名者の功績を讃える
としても，責任遺伝子や病態などが究明された際
にはわかりやすい病名に変更していただきたい．
現在複数の病名も是非統一を願うが，今後新しく
命名する場合にもわかりやすい病名を切望する．
ところが，らい病のように“疾病に対する理解が
乏しく，外見や感染への恐怖心から過剰な差別が
存在した時代”に呼称された病名は，らい菌を発
見したノルウェー人名のHansen病が一般的と
なったことに違和感を覚えない．発見者の国名が
つくノルウェー疥癬は角化型疥癬になるなど，命
名に繊細さを感じる．病名は時代により変化する．
今回の特集号は“外国語で表現されやすい皮膚
病”である．日常診療でさほど見る機会が多いと
はいえない皮膚病が特集されているが，疾患の概
要や最近の考え方などの要点は知っておく必要が
ある．是非ともご一読いただきたい． （H.M.）
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